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１．研究テーマについて
　本校では，20年以上の長きにわたり，「生活教育」を
伝統として受け継いでいる。その中で平成20年度より，
４年次計画で「自分らしく生きる学びの創造」というテー
マで研究に取り組んでいる。
　中学部でゆうゆうタイムが始まってから，今年度（平
成23年度）で10年目になる。特に，平成20年度からは，
中学部のテーマ「見える　感じる『くらし』」につなげ
るために，ゆうゆうタイムでは，生活を手づくりする
「くらし」を通して，身体や五感を使ってじっくりと物
に向き合う，人とかかわるといった直接体験を多く取り
入れ，「見える（＝見通し）」「感じる（＝情緒・気持ち）」
ことを大切にしている。活動が「見える」と「これを作
りたい」という意欲，興味関心を持つことができる。人
や物とのかかわりを通して，活動の楽しさ・充実感，達
成感を感じることができる。そうした積み重ねを経て，
主体的に人や物にかかわろうする気持ちを育てること
が，「自分らしく生きる学びの創造」につながると考え
ている。そのためには，準備から後始末まで自分のペー
スでじっくり取り組むこと，同じ活動を繰り返すこと，
「経験」をもとに「こうしたらいいかな」と試行錯誤し，
自分自身で気づくことができるよう，月～木曜日までの
10：30～ 12：30の帯取りの時間を設定している。活動は，
生徒のニーズに応えられる，興味関心・必然性・季節性
がある，｢くらし｣ として集約できるという視点から，
選択・構成しており，「衣食グループ」「工芸グループ」「環
境グループ」とうい３つの異年齢・異能力の縦割りグルー
プで，年間を通して活動している。（表１参照）
　「ゆうゆうタイム」では，作品を作ることだけでなく，
それを生活の中で使うこと，また，作った物で自分たち
の生活が広がり充実することができればと考えている。
さらに，普段は別々に活動している他のグループの活動
をつなげることで，お互いの活動を知り，いろいろな評
価を受けることで自分たちの活動をさらに高めていけた
らと思っている。そのために，毎年行っている学校祭模
擬店「カレーハウスあらじん」等の行事を核として，活
動の幅を広げている。
　平成22年度からは，サブテーマ「子どもの成長の筋
道を協働でたどる」を設定し，中学部の生徒の事例を年
間を通じて縦割り分科会で検討した。縦割り分科会には，
中学部の教師だけでなく，小学部や高等部の教師も参加
している。
「陶芸」や「紙漉き」の活動に意欲的に取り組める教材教具開発の実践事例
 福井大学教育地域科学部附属特別支援学校　柳　澤　秀　樹
　本研究は，中学部のゆうゆうタイム「工芸グループ」の活動の中で，いろいろな大きさの木枠や漉き枠
や型枠を工夫・改良することを通して，生徒が「陶芸」のたたら作りや「紙漉き」のランチョンマット・コー
スター作りを自分でできるようになった実践事例である。
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表１　ゆうゆうタイムの歴史的変遷（  　　　  所属グループ）
年　　度 曜　　日 活動時間 グループ名前・人数（生徒・教師）
平成14年度 月曜日 9:15～ 10:25 だんごグループ（6･3）ゲームグループ（10･3）
平成15年度 月曜日 9:15～ 10:25 料理グループ（6･3）ゲームグループ（8･2）   町中グループ（6･3）
平成16年度 月曜日 9:15～ 10:25 料理グループ（5･3）ゲームグループ（6･2）   町中グループ（5･3）
平成17年度 月曜日・火曜日 9:15～ 10:25 料理グループ（6･3）ゲームグループ（6･3）   町中グループ（5･3）
平成18年度 月曜日・火曜日 9:15～ 10:25 料理グループ（7･4）   ログハウスグループ（6･3）
平成19年度 月曜日・火曜日 9:30～ 12:30 料理グループ（8･4）   ログハウスグループ（7･3）
平成20年度 月曜日～木曜日 10:20～ 12:30 衣食グループ（6･3）   工芸グループ（5･2）  環境グループ（6･3）
平成21年度 月曜日～木曜日 10:30～ 12:30 衣食グループ（6･3）   工芸グループ（6･3）  環境グループ（6･3）
平成22年度 月曜日～木曜日 10:30～ 12:30 衣食グループ（6･3）   工芸グループ（6･3）  環境グループ（6･3）
平成23年度 月曜日～木曜日 10:30～ 12:30 衣食グループ（4･3）工芸グループ（6･3）   環境グループ（6･3）
※年報No.28～ No.36，研究紀要（2003，2005，2007，2008，2009，2010）参照
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　また，各学部の取り組みを理解するため，縦割り分科
会の教師で１学期に授業交流を行った。他学部がなかな
か共有できない活動の部分を，実際に見たり，経験した
りすることで，他学部の実像を共有することができた。
　そのおかげで，６月の校内研究会の縦割り分科会でも，
一歩踏み込んだ意見や感想をいただきながら，自分たち
の実践研究の意味を再確認することができた。
（表２参照）
２．活動について
　「工芸グループ」では，「紙漉き」と「陶芸」の活動に
取り組んでいる。小学部での泥・粘土・水などを使った
感覚遊び・造形遊びを，生活で使う実用性のある物作り
へとつなげることによって，手作りの楽しさや人の役に
立てるという満足感を育て，高等部の仕事へとつなげて
いけると考えている。さらに，生徒たちの見通しを広げ
るため，いくつかの工程を経て最後に作品として形にな
る「紙漉き」と，最初に形ができた物を成形・素焼き・
釉薬がけなどの工程を経て作品に仕上げていく「陶芸」
という違った特徴を持つ活動に取り組んでいる。これら
の活動は，本校で長い間の伝統があり，生徒たちも高等
部の先輩の作品に触れる機会が多いこと，校内に陶芸の
設備があることも理由に挙げられる。（表１参照）
　昨年度（平成22年度）の「工芸グループ」の生徒は６
名である。昨年度から所属している生徒が１名，５名は
初めてである。この編成は，生徒たちのニーズに応える，
いろいろな活動を経験し広げるといった視点で，行って
いる。（表１・表３参照）
　本研究では，「陶芸」の「たたら作り」と「紙漉き」
の「ランチョンマット・コースター作り」を通して，教
材として工夫したいろいろな大きさの木枠を使った作品
作りを，年報や写真（生徒本人や保護者の了解済み）等
を整理しながら，実践記録にまとめる形をとらせていた
だく。
３．研究経過
（１）陶芸
　５月中旬からは，「陶芸」を行った。最初に，ひも積
みによる湯飲み作りや一輪挿し作りなどに取り組んだ。
始めは，粘土をこねたり，ちぎって丸めたり，たたいて
延ばしたりしながら，自分のペースで作品を作り上げて
いった。作品の仕上がりや数に違いはあるが，繰り返し
行う中で，工程を理解し，少しずつ技術も向上し，目的
意識を持って取り組む姿が見られるようになってきた。
高等部の先輩や昨年度の生徒が作った作品を見たり，他
の生徒が作品を作る様子を観察したりしながら，自分の
作品を作ろうと意欲的に粘土に向かう姿が見られた。
　６月からは，「たたら」による作品作りに取り組んだ。
年次（年度） １年次（Ｈ20） ２年次（Ｈ21） ３年次（Ｈ22） ４年次（Ｈ23）
全体研究テーマ 自分らしく生きる学びの創造
サブテーマ （各学部研究テーマをあてる）
子どもの成長の筋道を協働でたどる
（分科会毎のテーマを設定）
学部研究テーマ
小：個と仲間が育つ「あそび」を核として
中：見える 感じる「くらし」
高：「仕事」を中心としたゆたかな学校生活
１・２年次の成果・課題を
引き継ぎ４年
次へ
各学部の研究テーマに基
づく実践の成果と課題を
まとめる
研究組織 学部研究＋クロスセッション 縦割り分科会 学部研究＋縦割り分科会
研究方法 一人一事例研究
焦点事例＋一般事例
研究部中心での教育課程検討
 ※年報No.36，研究紀要（2011）参照
表２　研究計画（平成20年度～平成23年度）
表３　平成22年度「工芸グループ」年間活動計画　　　　　　　※年報No.36，研究紀要（2011）参照
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
???
??
ケナフの栽培 種まき →草とり・水やり →収穫・皮むき
はがき作り
しおり作り
ランチョンマッ
ト・コースタ ・ー
カード作り
版画用紙作り
プレゼント作り
･マーブリング　
･しおり飾り　　
･寄せ書き色紙　
カレー皿作り
小皿作り・湯飲み作り
一輪挿し作り
プレゼント作り
･マグカップ
･マグネット飾り
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になる生徒がとなりになるように場の設定を考えた。
　最初は，教師がたたら木枠の使い方や他の道具の使い
方を実際に見せながら教えた。生徒は，たたら木枠の使
い方や手順を１つずつ確認したり，友だちのやり方を真
似したりしながら，繰り返し取り組んでいた。手順を覚
えた生徒は，意欲的に大きなたたら木枠を使って，大き
な皿を作るようになってきた。大きなたたら作りに慣れ
てきた生徒には，大型カレー皿作りの手順を教えて取り
組んでもらうようにした。
　小皿作りは，次のような手順で行った。大型カレー皿
は，たたら（30㎝×30㎝）が大きくて重いので，次の
点を工夫した。（表５参照）
「たたら」は，薄い粘土の板で，昨年度までは，「たたら」
という薄い粘土の板を石膏型に押し当ててカレー皿を
作っていた。この方法で作ったカレー皿は，小さくてカ
レーをうまく盛りつけることができなかった。そこで昨
年度の３学期から，試行錯誤を繰り返しながら，ボウル
の内側に布を敷いて「たたら」を押し当てる方法で，大
型カレー皿を作ることを考えてきた。
　今年度の「工芸グループ」の生徒には，手指の巧緻性
があまりなかったり，活動の見通しが持ちにくかったり
する実態が見られた。そこで，それぞれの生徒の活動量
に応じて作る「たたら」の大きさを選んだり，「どれだ
け粘土を詰めれば終わりか」という見通しを持ったりで
きるように，たたら木枠を考えた。たたら木枠による作
品作りでは，はじめは小さな作品作りから成功体験を積
み重ねて，だんだん大きな作品作りへの意欲につなげて
いくことができると考えた。
　正方形や長方形の形で５㎝ずつ長さの違うたたらを作
ることができるように設定して，８種類のたたら木枠を
作った。（写真１～写真８）
　また，たたら木枠は，生徒が使いやすいように，実際
に生徒が使っている様子を見たり，他の教師の意見を聞
いたりしながら，改良していった。改良した点は，次の
４点である。（表４参照）
　たたら木枠の他に，木枠の大きさに応じて使うたたら
を切る切り糸や粘土を同量に切る粘土切り容器等も作っ
てたたら作りで使用した。（写真９～写真12）
　さらに，グループ内での生徒同士の組み方を考えて，
仲の良い友だちとペアになって活動したり，自分の手本
写真１　たたらくり抜き木枠
（9㎝×9㎝）
写真２　たたら木枠
（9㎝×9㎝）
写真３　たたら木枠
（14㎝×14㎝）
写真４たたら木枠
（14㎝×19㎝）
写真５　たたら木枠
（19㎝×19㎝）
写真６　たたら木枠
（24㎝×24㎝）
写真７　たたら木枠
（30㎝×30㎝）
写真８　たたら木枠
（32㎝×32㎝）
写真９　切り糸 写真10　粘土切り容器 写真11・写真12　たたら作りの道具
表４　たたら木枠の改良点
○木枠を上げやすいように持ち手をつける。
○木枠の台に角材の脚を取り付けて高さを高くする。
○木枠から粘土をはずすときに千枚通しを使う。
○脚の部分に滑り止めのシートを敷く。
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（２）紙漉き
　４月には，「紙漉き」の原料のパルプを作る「紙パッ
ク切り」「紙パックはがし」「ラミネートはがし」「ミキサー
がけ」に繰り返し取り組んだ。最後に，できたパルプを
使って，はがきやしおりを漉く活動を体験し，「紙漉き」
の一連の流れを学習した。
　５月には，ケナフの畑を耕して種まきをした。草取り
をしたり，鍬で土を起こしたりして，みんなで協力して
畝作りに取り組んだ。ケナフの繊維は，３学期に卒業生
にプレゼントする寄せ書きの色紙作りの時に使用する予
定である。
　「工芸グループ」の「紙漉き」では，昨年度の学校祭
の中学部模擬店「カレーハウスあらじん」のチケット作
りに取り組んできた。最初は何のために作っているのか
わかりづらかったようだが，事前学習などでそれを使う
目的がわかってくると，俄然張り切って取り組んでいた。
当日も，模擬店に来てくれたお客さんがチケットを使っ
ているのを見て，うれしそうにしている生徒も多かった。
　そうした経験を，今年度の生徒にもさせたいと考え
た。今年度は，１学期の「紙漉き」で漉いた紙に絵を入
れた生徒がとても意欲的に活動していたことから，それ
を生かして自分だけの紙を作り，それでカレー皿や湯飲
みをのせるランチョンマットやコースターを作ることに
した。生徒たちが興味・関心を持てるように，パルプに
つける色を選んだり，漉き枠の絵の模様を自分たちが考
えたりする活動を取り入れた。
　ランチョンマットやコースターの台紙を漉く漉き枠
は，木枠で作った。（写真21 ～写真24）生徒の意見を
聞いて，星，ハート，うさぎ，等の形が絵の模様に決ま
り，絵の模様を漉くベニヤ板に絵の模様を描いて，糸の
こぎりで切って型枠を作った。（写真25～写真38）
　さらに，中学部の模擬店「カレーハウスあらじん」の
文字も作りたいという意見もあったので，文字を漉く型
枠も同様なやり方で作った。（写真39～写真40）
  活動場面では，活動の様子をお互いに見合うために２
人ペアでの活動を取り入れたり，大きな漉き枠の使い方
に慣れるために，時間をかけて繰り返し「紙漉き」に取
り組んだりするようにした。また，自分たちの漉いた紙
がランチョンマットやコースターになることを，生徒た
ちに実感してもらうために，「紙漉き」と「ラミネート
がけ」の活動を同じ場に設定し，最初から最後まで生徒
たちが活動を目に見ることができるようにした。さらに，
活動の様子　生徒たちは，作品ができたという喜びを感
じ，少しずつ自信を持って活動に臨むようになってきた。
たたら作りに見通しが持てなかったり，手指の巧緻性が
あまりない生徒たちは，たたら木枠を使うことで，「ど
れだけ粘土を詰めれば終わりか」という見通しが持てる
ようになったり，丸棒で粘土を押し込んで詰めたり，平
らに伸ばしたりすることができるようになってきた。
　さらに自分で大きなたたら木枠を選んで意欲的にカ
レー皿などの大きな作品を作ったり，小皿に自分の好き
な絵を絵付けをしたりしながら，自分のやりたいことを
実現しようと取り組む姿が見られるようになってきた。
表５　たたら作りの手順
①木枠に粘土を詰めて埋める。
②千枚通しで，木枠と粘土の境界線を切る。
③木枠を上げて，たたら板を両端に並べる。
④切り糸でたたらを切る。
⑤紙皿に布を乗せて，切ったたたらを乗せる。
　（⑤たたらを筒に巻き取って布にのせる。）
⑥紙皿に沿ってたたらの形を整える。
　（ ⑥布の上にたたらを置いて丸型に合わせて切り，
　　布でたたらを包み，ボウルの内側に入れる。）
※（　）内は，大型カレー皿作りだけの手順になる。
写真13　小皿作り手順① 写真14　小皿作り手順②③④ 写真15　小皿作り手順⑤ 写真16　小皿作り手順⑥
写真17　カレー皿作り手順⑤ 写真18　カレー皿作り手順⑥ 写真19　いろいろな小皿 写真20　大型カレー皿
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　ランチョンマットやコースターの台紙の紙漉きでは，
１学期に取り組んできたはがきやしおりの紙漉きの経験
があったので，漉き枠に慣れるまでにそれほど時間はか
からなかった。模様の紙漉きでは，赤色，青色，黄色の
お花紙をパルプに混ぜてミキサーがけして色パルプを
作った。（写真41～写真44）
　模様の紙漉きでは，型枠を開く時に，色パルプが型枠
に絡んで模様の形が崩れてしまうので，アルミの薄い板
で作った型抜きで１つずつ模様を押さえるように工夫し
た。まず，教師が模様の紙漉きを実演しながら，手順を
自分たちが作っている作品がどのように使われるのか，
事前学習の場で実際に使ってみるなどして，目的意識を
持たせた。それと並行して，１学期の「陶芸」の活動に
もつなげて，生徒たちが作った陶芸作品を展示する際の
名前カード作りにも取り組んだ。
写真21・22　ランチョンマットの紙漉き 写真23・24　コースターの紙漉き
写真25　模様の型枠（２個） 写真26　模様の型枠（３個） 写真27　模様の型枠①（４個） 写真28　模様の型枠②（４個）
写真29　模様の型枠③（４個） 写真30　模様の型枠④（４個）  写真31　模様の型枠（５個） 写真32　模様の型枠①（６個）
写真33　模様の型枠②（６個） 写真34　模様の型枠（７個） 写真35　模様の型枠①（８個） 写真36　模様の型枠②（８個）
写真37　模様の型枠（９個） 写真38　模様の型枠（10個） 写真39　文字の型枠 写真40　文字の紙漉き
150― ―
柳澤　秀樹
　仕分けした模様は，ランチョンマットやコースターの
台紙に自分の好きなレイアウトで貼り付け，エッチング
プレス機でローラーがけした後，最後にラミネートフィ
ルムにはさんでラミネートがけして仕上げた。模様を貼
り終えてから，エッチングプレス機やラミネーターを使
う時には，手をはさんだりやけどしたりしないように，
教師が一緒に支援しながら，仕上げるようにした。生徒
たちは，仕上がったランチョンマットやコースターを自
ゆっくりと説明した。その後，生徒は，自分の好きな模
様の型枠と色パルプを選んで，しばらく模様の紙漉きに
慣れるまで繰り返し取り組んでいた。慣れてくると，漉
いた模様をうれしそうに見せてから，ちがう漉き枠や色
パルプを，意欲的に選んで紙漉きに取り組んでいる姿が
見られた。（写真45～写真48）
  文字の紙漉きも，模様の紙漉き同様に，教師が文字の
紙漉きを実演しながら，手順を説明した。文字を型枠か
らはずす時に，色パルプが型枠に絡んでしまうので，細
い串で文字の周りを丁寧に押さえてはずしながら，ゆっ
くりと型枠を開いていくように助言した。文字の紙漉き
には，模様の紙漉きが終わった生徒から，順番に取り組
むようにしたが，模様の紙漉きよりも難しく，細い串で
色パルプをはず作業に苦労しながら取り組んでいる姿が
見られた。（写真49～写真52）
  乾燥したランチョンマットやコースターの台紙は，ア
クリル板からはがして種類ごとに仕分けをした。乾燥し
た模様の紙は，アクリル板からはがしてからはさみで切
り分けた。その後で，色や形ごとに箱の中に仕分けして，
台紙に貼る時に選びやすいようにした。はがす時に，指
先でうまく取れない生徒には，紙の端を少しめくったも
のを手渡してはがすようにした。色や形の目印をつけた
箱を作って，模様の紙をすぐに仕分けできるように支援
した。（写真53～写真56）
写真41・42・43・44　ミキサーがけでの色パルプ作り（赤色・黄色・青色）
写真45　アルミの模様型抜き 写真46　模様の型枠 写真47　模様の紙漉き 写真48　紙漉きした模様
写真49　文字の紙漉き 写真50　串での文字の型抜き 写真51　乾燥した文字 写真52　台紙に乗せた文字
写真53・54　ランチョンマット・コースター・模様はがし 写真55　はさみでの模様切り 写真56　仕分けした模様
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「陶芸」や「紙漉き」の活動に意欲的に取り組める教材教具開発の実践事例
　中学部模擬店事前学習では，陶芸で作った大型カレー
皿を一生懸命煮洗いしたり，カレーをよそった皿や野菜
サラダを入れた皿をお盆に乗せて根気よくテーブルに運
んだりする姿が見られた。（写真69 ～写真72）学校祭
当日の模擬店「カレーハウスあらじん」では，テーブル
に敷いたランチョンマットとコースターで，多くのお客
さんたちに，カレーを食べていただいた。お客さんの「ご
ちそうさま。」や「ありがとう。」の言葉にも，笑顔が見
られ，満足そうな顔が印象的であった。（写真73～写真
76）
　学校祭模擬店「カレーハウスあらじん」の最中に，生
徒が洗い物の大型カレー皿を運んでいて，割ってしまう
出来事があった。その時に，大型カレー皿作りに意欲的
に取り組んできた生徒が，「カレー皿が割れちゃった。」
と言って，残念そうな顔をしていたのが，今でも印象に
残っている。このように，「工芸グループ」の生徒たちは，
自分たちの作ったカレー皿やランチョンマットやコース
ターを使った人たちの思いを肌で感じ，達成感や自己有
用感を味わうことができた。
分から見せに来て，次の作品作りに意欲的に取り組んで
いた。（写真57～写真64）
　自分たちの漉いた紙がお客さんの座るテーブルを飾る
ランチョンマットやコースターとして，模擬店で使われ
ることを，生徒たちが意識できるように，お茶タイムで
実際に使うことにも取り組んだ。自分たちの作ったラン
チョンマットやコースターを自分の机に乗せて，その上
に陶芸で作った湯飲みや小皿を並べてお菓子を乗せ，う
れしそうに準備をして，お茶タイムを楽しんでいる姿が
見られた。（写真65～写真68）
写真61・62　ランチョンマットとコースターの飾り付け 写真63　ラミネートがけ 写真64　できたランチョンマット
写真65・66・67・68　お茶タイムで使ったランチョンマットとコースター
写真57　模様の台紙貼り付け 写真58　ローラーがけ 写真59・60　模様を貼ったコースターとランチョンマット
写真69・70・71・72　中学部模擬店事前学習の様子（カレー皿の煮洗い，カレーライス運び，野菜サラダ運び）
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4．成果と今後の課題
（１）陶芸
　たたら作りでは，生徒の活動量や使う粘土の量に応じ
て，いろいろな大きさのたたらを作る木枠を提供するこ
とができたと考えている。「工芸グループ」の生徒全員が，
自分でたたらを作って，いろいろな大きさの皿を仕上げ
るという結果を残すことができたことは紛れもない事実
である。しかしながら，生徒が自分の活動量や使う粘土
の量を判断しながら，使う木枠を選んでいたかどうかに
ついては，疑問が残る。
　生徒がたたらを作る時に，注意や集中力が途切れない
ように，教材や人とのつながりを工夫することで，活動
をうまく軌道に乗せて仕上げまで導くというのは，なか
なか大変だということが実感できた。本当であれば，生
徒一人一人の実態に応じて，教材の木枠を作る必要が
あったと考えるが，最大公約数の改良を加えるのが精一
杯で，そこまで考えた教材を作るには至らなかったのが
現実である。
　今ある木枠をさらに改良して，「工芸グループ」のど
の生徒でも使えるようなたたら作りの木枠を，これから
も考えていきたい。
（２）紙漉き
　ランチョンマット・コースター作りでは，台紙を漉く
作業は，今までのはがきやしおり等の紙漉きの経験が
あったので，生徒全員が比較的円滑に取り組むことがで
きた。しかしながら，模様や文字の色パルプを，型枠か
らはずすという作業がなかなか大変であった。今までの
紙漉きと違って，紙漉きの出来映えを決める大事な作業
なので，もっと支援するやり方を工夫する余地があった
と感じている。
　模様の紙漉きでは，「工芸グループ」の生徒全員が何
とか自分で，いろいろな模様を紙漉きすることができ
た。また，自分で模様を選んでランチョンマットやコー
スターを思い思いに，レイアウトして作ることができた。
　文字の紙漉きでは，生徒全員が自分で細い串を使った
作業をすることができなかった。これからは，「工芸グ
ループ」の生徒同士のつながりを考慮して，細い串を使っ
た作業が得意な生徒の協力を得る場面を設定しながら，
生徒全員が文字の紙漉きに取り組むことができるように
していきたい。
　最後に，「工芸グループ」の教材作りについて，多く
の意見やコメントをいだだくことができ，大変ありがた
く感じた。
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